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■ 一般会計の決算状況

▼歳入：433 億 1,388 万円

自主財源

依存財源

市税
　147 億 1,097 万円

分担金及び負担金
　7 億 757 万円

使用料及び手数料
　5 億 3,956 万円

繰入金
　3 億 9,043 万円

繰越金　

　9 億 9,148 万円

寄附金
　1 億 1,376 万円

地方消費税交付金
　16 億 7,977 万円

地方譲与税
　5 億 5,484 万円

財産収入
　1 億 9,928 万円

県支出金
　25 億 6,269 万円

国庫支出金
　46 億 6,214 万円

市債
　42 億 1,000 万円

その他の交付金
　6 億 188 万円

歳入

地方交付税
　105 億 7,250 万円

諸収入
　8 億 1,701 万円

義務的経費

投資的経費

その他

人件費
　87 億 6,233 万円

扶助費
　77 億 8,974 万円

公債費
　64 億 2,922 万円

普通建設事業費
　28 億 3,530 万円

災害復旧事業費
　5 億 7,333 万円

物件費
　64 億 4,029 万円

補助費等
　40 億 2,253 万円

維持補修費
　4 億 1,343 万円

その他の経費
48 億 4,595 万円

歳出
（性質別）

▼歳出：421 億 1,212 万円

　市債は、いわゆる市の借金です。

　市民１人あたりでは、約 59 万円です。
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　基金は、いわゆる市の貯金です。

　市民１人あたりでは、約 17 万円です。
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▼基金残高：154 億円

143 億円

市債残高

市債残高の
うち、臨時
財政対策債
を除く。

伊賀市の決算状況を報告します
≪平成 29 年度の決算状況≫

　９月に行われた第４回伊賀市議会（定例会）で、平成 29 年度の一般会計・特別会計・

企業会計の決算が認定されました。今回は、その概要をお知らせします。

※表示単位未満を四捨五入しているため、決算書の金額（円単位）と一致していない場合が

　あります。

【問い合わせ】　財政課　☎ 22-9608　ＦＡＸ 22-9694
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伊賀市の決算状況を報告します

労働費 （0.2%）　7,322 万円

○雇用、勤労者対策事業　 5,317 万円

○シルバー人材センター運営等経費

　　 1,504 万円

商工費 （2.1%） 

　8 億 8,500 万円

○商工業振興経費

 5 億 5,904 万円

○観光振興経費  9,785 万円

災害復旧費 （1.4%）　5 億 7,333 万円

○公共土木施設災害復旧事業

　3 億 1,818 万円

○農林施設災害復旧事業

2 億 394 万円

土木費 （5.3%）　22 億 4,767 万円

○社会資本整備交付金事業

 3 億 3,533 万円

○ダム周辺整備事業

 7,726 万円

衛生費 （10.2%）　43 億 1,766 万円

○ごみ燃料化及び施設維持管理経費

　　　　　10 億 7,349 万円

○ごみ収集経費　　　　4 億 114 万円

教育費 （7.7%）　32 億 6,483 万円

○小学校建設事業　5 億 1,058 万円

○学校管理経費（小学校費）

　3 億 2,429 万円

農林業費 （4.1%）
　17 億 5,120 万円

○多面的機能支払交付金事業

　1 億 9,605 万円

○中山間地域等直接支払交付金事業

　　　　1 億 1,236 万円

消防費 （4.0%）
　16 億 6,516 万円

○消防団本部管理経費

1 億 9,717 万円

○消防施設整備事業 8,374 万円

総務費（15.3%）　64 億 3,090 万円

○地域振興経費　6 億 2,546 万円

○調査企画推進事務経費　3 億 501 万円

主な経費

民生費 （33.7%）
　141 億 8,384 万円

○障害者自立支援給付事業

 18 億 6,121 万円

○介護保険事業 14 億 3,327 万円

公債費（15.3%）
　64 億 2,922 万円

議会費 （0.7%）
　2 億 9,009 万円

歳出
（目的別）
421億1,212 万円

■特別会計の決算状況（公営企業会計を除く。）

　市には、国民健康保険事業など６つの事業会計と２つの財産区会計があります。

　特別会計全体の基金残高は約 15 億円で約 13 億円の減、市債残高は約 3 千万円で約 1 千万円の減となります。

会計名 歳入額 歳出額 差引額 基　金 市　債

国民健康保険事業 111億2,013万円 109 億 8,727 万円 1 億 3,286 万円 5 億 8,888 万円 879 万円

住宅新築資金等貸付 1,698 万円 9,505 万円 ▲ 7,807 万円 11 万円 1,871 万円

駐車場事業 4,724 万円 4,683 万円 41 万円 − −

介護保険事業 104億7,802万円 102 億 8,527 万円 1 億 9,275 万円 5 億 2,733 万円 −

サービスエリア 1,136 万円 1,086 万円 50 万円 5,579 万円 −

後期高齢者医療 12 億 1,462 万円 11 億 9,360 万円 2,102 万円 − −

島ヶ原財産区 3,021 万円 2,910 万円 111 万円 2 億 2,373 万円 −

大山田財産区 1,786 万円 1,632 万円 154 万円 9,149 万円 −

合　計 229億3,642万円 226 億 6,430 万円 2 億 7,212 万円 14 億 8,733 万円 2,750 万円

区　分 土　地 建　物 主な施設

行政財産
公用財産 118,289㎡ 30,304㎡ 庁舎、消防施設など

公共用財産 3,798,060㎡ 465,411㎡ 学校、図書館、公営住宅、公園など

　  普通財産 2,839,979㎡ 24,562㎡ 上記以外（山林など）

合　　　計 6,756,328㎡ 520,277㎡

市有財産の状況
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※速報値

実質赤字

比率

連結実質赤字

比率

実質公債費

比率

将来負担

比率

資金不足比率

病院事業 水道事業 下水道事業

伊賀市

（平成29年度数値）
該当なし 該当なし

12.2

（12.5）

79.8 

（85.3）
該当なし 該当なし 該当なし

早期健全化基準 11.92 16.92 25.0 350.0 経営健全化基準 20.0

財政再生基準 20.00 30.00 35.0 ― ―

　地方公共団体は財政状況を客観的に表し、財政の健

全化や再生の必要性を判断するものとして、健全化判

断比率を公表することが義務付けられています。

　健全化判断比率には、「実質赤字比率」「連結実質赤

字比率」「実質公債費比率」「将来負担比率」の 4 つ

の財政指標があります。これらの比率が 1 つでも早

期健全化基準を超えた場合、「財政健全化団体」とな

り財政健全化計画の策定などが義務づけられます。ま

た、将来負担比率以外の指標が別に定める財政再生基

準を超えたときは破綻（「財政再生団体」）とみなされ、

法律で規定する「財政再生計画」を定めなければなり

ません。

　伊賀市の平成 29 年度の数値は、28 年度の数値よ

りも改善しており、すべての指標においても早期健全

化基準・財政再生基準を下回りましたが、県内の市の

中では下位のほうになっています。そのため、市長の

公約である「ムダのない財政」のもと、今後も各種事

業に取り組んでいく必要があります。

※伊賀市の場合、「実質赤字比率」「連結実質赤字比率」

「資金不足比率」は黒字のため該当なし』となります。

■財政の早期健全化・再生に関する指標　（財政健全化法に基づく指標）

業事院病
■事業概要

　上野総合市民病院は三重県西部の基幹病院として、

全人的医療を提供し市民に信頼される病院であること

を基本理念とし、役割を担ってきました。高齢化の進

行や全国的な医師看護師不足が続くなか大変厳しい経

営状況が続いています。こうした状況の下、地域の中

核病院としての使命達成と住民の健康保持を図るため、

職員一丸となって改革に取り組んでいます。

　平成 29 年度は、本館蒸気ボイラー取替工事・新館

給湯ボイラー取替工事を実施し病院機能の改良を図る

ほか、生化学自動分析装置や CT スキャナ装置改善整

備、３Ｄ内視鏡システムなどの医療機器の購入整備を

行い、医療の質を高めるよう努めました。

　今後もより一層の経営効率化を進めるとともに、地

域の皆さんから信頼される公立医療機関として、その

役割を果たすべく努力していきます。

平成 29年度 1日平均

外来患者数（人） 71,634 295

入院患者数（人） 72,922 200

■利用状況

収益的収支 予算額 決算額 繰越額 差　引

事業収益 46 億 7,714 万円 44 億 9,383 万円 ― 増減額 ▲ 1 億 8,331 万円

事業費用 46 億 6,355 万円 45 億 4,660 万円 ― 不用額 1 億 1,695 万円

■病院事業の決算（消費税・地方消費税を含む。）　　　　　

資本的収支 予算額 決算額 繰越額 差　引

収　入 2 億 1,445 万円 2 億 725 万円 ― 増減額 ▲ 720 万円

支　出 3 億 4,932 万円 3 億 1,992 万円 ― 不用額 2,940 万円

■市債残高　12 億 7,720 万円

【問い合わせ】　上野総合市民病院病院総務課　☎24-1111　ＦＡＸ24-1565

※外来患者の１日平均人数は、患者数を年間診療日数

　である 243 日で割っています。
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伊賀市の決算状況を報告します

収益的収支 予算額 決算額 繰越額 差　引

事業収益 34 億 8,247 万円 35 億 894 万円 ― 増減額 2,647 万円

事業費用 31 億 7,206 万円 30 億 6,968 万円 ― 不用額 1 億 238 万円

■事業概要

　平成 29 年度の主な事業として、伊賀市水道広域化

促進事業計画に基づき、上神戸・佐那具町地内では新

規給水エリアの拡大事業を、緑ケ丘東町・緑ケ丘本町・

上野西大手町・上野丸之内・上野玄蕃町・炊村地内な

どでは配水管更新事業に取り組んだほか、内保・東湯

舟加圧ポンプ場設備更新工事などにより施設機器の更

新を図り、安定して水道水を供給できる環境を整備し

ました。

　今後も安心安全で良質な水道水を安定的かつ持続的

に供給できるように努めます。

■給水状況

業事道水

■水道事業の決算（消費税・地方消費税を含む。）　　　　　

資本的収支 予算額 決算額 繰越額 差　引

収　入 6 億 7,251 万円 6 億 4,550 万円 ― 増減額 ▲ 2,701 万円

支　出 17 億 7,033 万円 17 億 2,927 万円 ― 不用額 4,106 万円

■市債残高　143 億 6,554 万円

【問い合わせ】　上下水道部経営企画課　☎24-0001　ＦＡＸ24-0006

平成29年度
平成 28年度

からの増減

現在給水戸数（戸） 39,723 146

現在給水人口（人） 91,930 ▲ 891

年間総配水量　Ａ（㎥） 14,402,272 32,061

年間総有収水量　Ｂ（㎥） 11,720,707 2,974

有収率　Ｂ／Ａ（％） 81.4 ▲ 0.1

収益的収支 予算額 決算額 繰越額 差　引

事業収益 26 億 3,972 万円 25 億 8,248 万円 ― 増減額 ▲ 5,724 万円

事業費用 26 億 5,684 万円 24 億 9,275 万円 1,247 万円 不用額 1 億 5,162 万円

■事業概要

　平成 29 年 4 月 1 日から地方公営企業法を全部適用

した企業会計方式に移行して初年度の決算となります。

　平成 29 年度の主な事業は、公共下水道事業長寿命

化計画に基づく平成 29・30 年度の事業として、上

野新都市浄化センター及び柘植浄化センターの監視制

御設備等の再構築を図る電気設備工事等に取り組んだ

ほか、農業集落排水事業では、平成 32 年 4 月の供用

開始をめざし、山田南地区の管路施設工事に取り組み

ました。

　今後、下水道普及率の向上を通じて公共用水域の水

質保全に努めます。

■給水状況

業事道水下

■水道事業の決算（消費税・地方消費税を含む。）　　　　　

資本的収支 予算額 決算額 繰越額 差　引

収　入 16 億 7,737 万円 7 億 8,389 万円 ― 増減額 ▲ 8 億 9,348 万円

支　出 16 億 6,609 万円 13 億 4,788 万円 3 億 745 万円 不用額 1,076 万円

■市債残高　157 億 4,374 万円

【問い合わせ】　上下水道部経営企画課　☎24-0001　ＦＡＸ24-0006

平成29年度
平成 28年度

からの増減

行政区域内人口　A（人） 92,460 ▲ 903

処理区域内人口　B（人） 35,568 ▲ 303

処理区域内水洗化人口C（人） 29,512 34

普及率　B／A（％） 38.5 0.1

水洗化率　C／ B（％） 83.0 0.8

年間有収水量（㎥）※ 3,855,830 39,243

※使用料徴収の対象となった汚水量
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■一般会計の執行状況

■市税の状況（滞納繰越分を含む。）

区　分 予算現額 収入済額 収入率

市民税 58 億 6,278 万円 28億 8,150 万円 49.1%

固定資産税 74 億 3,050 万円 51億 2,341 万円 69.0%

特別土地保有税 0 円 853万円 －

軽自動車税 3 億 751万円 3億 466万円 99.1%

市たばこ税 6 億 306万円 2億 6,878 万円 44.6%

鉱産税 5 万円 2万円 40.0%

都市計画税 7 万円 1万円 14.3%

入湯税 5,696 万円 2,618 万円 46.0%

合計 142 億 6,093 万円 86億 1,309 万円 60.4%

■市債・企業債残高

会計名 現在高

一般会計 513 億 1,850 万円

特別会計 2,424 万円

公営企業会計 303 億 8,573 万円

合　　計 817 億 2,847 万円

■一時借入金はありません。

■特別会計の執行状況

会計名 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

特別会計

国民健康保険事業 99 億 9,799 万円 38億 3,166 万円 38.3% 38億 5,701 万円 38.6%

住宅新築資金等貸付 8,579 万円 550万円 6.4% 7,830 万円 91.3%

駐車場事業 4,780 万円 2,017 万円 42.2% 1,031 万円 21.6%

介護保険事業 100 億 5,263 万円 43億 1,123 万円 42.9% 41億 6,021 万円 41.4%

サービスエリア 1,035 万円 522万円 50.4% 289万円 27.9%

後期高齢者医療 12 億 6,313 万円 3億 5,251 万円 27.9% 4億 1,997 万円 33.2%

食肉センター 9,935 万円 6,315 万円 63.6% 6,173 万円 62.1%

財産区
島ヶ原財産区 2,769 万円 152万円 5.5% 391万円 14.1%

大山田財産区 1,258 万円 1,391 万円 110.6% 77万円 6.1%

合　計 215 億 9,731 万円 86億 487万円 39.8% 85億 9,510 万円 39.8%

　市の財政状況を皆さんに知っていただくため、予算

に対する歳入・歳出の執行状況などを報告します。

　平成 30年度上半期（４～９月）の予算執行状況（９

月 30日現在）は次のとおりです。

※表示単位未満を四捨五入していますので、予算書の

金額（千円単位）と一致していない場合があります。

区　分 予算現額 収入済額 収入率

市　税 142億 6,093万円 86億 1,309万円 60.4%

地方譲与税 5億 5,512万円 1億4,968万円 27.0%

地方消費税
交付金

16億 5,501万円 10億 810万円 60.9%

地方交付税 94億 9,816万円 64億 3,681万円 67.8%

分担金及び
負担金

8億 1,197万円 2億1,561万円 26.6%

使用料及び
手数料

5億 4,484万円 2億8,663万円 52.6%

国庫支出金 55億 1,659万円 16億 2,968万円 29.5%

県支出金 27億 7,477万円 3億240万円 10.9%

財産収入 9,563万円 4,264万円 44.6%

寄附金 7,470万円 1,860万円 24.9%

繰入金 25億 8,128万円 283万円 0.1%

繰越金 12億 176万円 12億 177万円 100.0%

諸収入 6億 1,136万円 2億1,299万円 34.8%

市　債 95億 905万円 0円 0.0%

その他の
交付金

5億 6,130万円 2億2,557万円 40.2%

合　計 502億 5,247万円 203億 4,640万円 40.5%

【歳　入】

区　分 予算現額 支出済額 執行率

議会費 2億 9,802万円 1億 5,472万円 51.9%

総務費 106億 7,188万円 30億 4,653万円 28.5%

民生費 139億 3,751万円 50億 2,569万円 36.1%

衛生費 75億 850万円 14億 5,460万円 19.4%

労働費 7,403万円 6,238万円 84.3%

農林業費 18億 2,346万円 7億 2,343万円 39.7%

商工費 4億 368万円 2億 4,448万円 60.6%

土木費 26億 4,654万円 8億 1,087万円 30.6%

消防費 16億 7,179万円 7億 4,044万円 44.3%

教育費 35億 8,035万円 11億 4,402万円 32.0%

災害復旧費 12億 2,974万円 4億 2,150万円 34.3%

公債費 63億 7,697万円 18億 4,863万円 29.0%

予備費 3,000万円 0円 0.0%

合　計 502億 5,247万円 156億 7,729万円 31.2%

【歳　出】

伊賀市の予算執行状況を
報告します

－平成30年度上半期の財政状況－
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旧
大
山
田
村
議
会
議
員
を
３

期
（
６
年
11

月
）
、
伊
賀
市
議

会
議
員
を
３
期
（
８
年
５
月
）

と
永
き
に
わ
た
り
務
め
ら
れ
、

地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
大
山
田
村
議
会
で
は
、
監
査
委
員
を
、

伊
賀
市
議
会
で
は
、
副
議
長
、
教
育
民
生
常
任
委
員
長
、

産
業
経
済
常
任
副
委
員
長
、
農
林
業
活
性
化
特
別
副

委
員
長
を
歴
任
し
、
議
会
の
円
滑
な
運
営
と
地
域
発

展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

財
団
法
人
（
現
公
益
財
団
法

人
）
芭
蕉
翁
顕
彰
会
の
理
事
・

会
長
を
12

年
10

月
の
永
き
に
わ

た
り
務
め
ら
れ
、
伊
賀
市
と
と

も
に
車
の
両
輪
と
な
り
、
芭
蕉

顕
彰
と
俳
句
啓
発
や
市
の
文
化
振
興
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

　

芭
蕉
翁
献
詠
俳
句
「
児
童
・
生
徒
の
部
」
の
選
者

を
28

年
間
務
め
ら
れ
た
ほ
か
、
自
ら
芭
蕉
顕
彰
・
俳

句
啓
発
を
行
う
べ
く
句
会
の
開
催
や
指
導
を
行
う
な

ど
、
俳
句
人
口
の
増
加
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
17

年
４
月
の
き
じ
が
台

住
民
自
治
協
議
会
設
置
当
初
か

ら
13

年
の
永
き
に
わ
た
り
、
住

民
自
治
協
議
会
長
を
務
め
ら

れ
、
地
域
社
会
の
発
展
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
住
民
自
治
協
議
会
代

表
者
で
構
成
す
る
伊
賀
市
上
野
住
民
自
治
地
区
連
合
会

で
平
成
29

年
６
月
か
ら
副
会
長
に
就
任
し
、
会
の
円
滑

な
運
営
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
伊
賀
市
少
子
化
対
策
推
進
委
員
会
委

員
や
地
域
公
共
交
通
会
議
委
員
を
務
め
ら
れ
、
各
行

政
施
策
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

画
家　

故
穐
月
明
氏
の
多
数

の
絵
画
作
品
な
ど
を
寄
附
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

故
人
は
、
伊
賀
の
静
か
な
環

境
に
愛
着
を
感
じ
、
創
作
活
動

を
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
た

び
、
市
民
に
身
近
に
鑑
賞
で
き

る
場
と
そ
の
機
会
を
創
出
で
き

る
よ
う
と
の
故
人
の
思
い
を
受
け
て
、
作
品
と
併
せ
、

創
作
の
た
め
蒐
集
さ
れ
た
蔵
書
・
古
美
術
、
建
物
（
美

術
館
、
茶
室
）
と
そ
の
敷
地
を
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
民
の
豊
か
な
感
性
を
育
み
、
潤
い
の
あ
る
生
活

を
も
た
ら
す
べ
く
、
文
化
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

比
土
と
古
郡
地
区
の
神
戸
小

学
校
児
童
の
登
下
校
の
見
守
り

や
付
き
添
い
を
、
15

年
の
永
き

に
わ
た
り
、
雨
の
日
も
風
の
日

も
毎
日
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

特
に
、
通
行
量
の
多
い
比
土
地
内
の
国
道
４
２
２

号
を
児
童
が
横
断
す
る
際
に
は
、
大
き
な
声
で
的
確

に
声
を
か
け
な
が
ら
安
全
に
誘
導
し
、
天
候
が
不
順

な
時
な
ど
の
安
全
確
保
に
も
気
を
配
る
な
ど
、
交
通

事
故
の
被
害
か
ら
児
童
を
守
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
体
調
不
良
の
児
童
が
い
れ
ば
介
抱
し
、
学
校

に
連
絡
す
る
な
ど
、
通
学
の
安
全
、
地
域
安
全
の
維

持
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

画
家　

故
松
生
良
人
氏
の
絵

画
作
品
を
多
数
寄
附
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

故
人
は
、
市
展
「
い
が
」
絵

画
部
門
の
審
査
員
を
務
め
ら

れ
、
伊
賀
地
域
の
絵
画
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
故
人
の
作
品
を
市
民
に
身
近
に
鑑
賞
し

て
い
た
だ
き
、
芸
術
文
化
振
興
に
役
立
て
た
い
と
、

寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
民
の
豊
か
な
感
性
を
育
み
、
潤
い
の
あ
る
生
活

を
も
た
ら
す
べ
く
、
文
化
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

お
知
ら
せ
拡
大
版

ま
ち
か
ど
通
信

お
知
ら
せ

募
　
集

コ
ラ
ム

図
書
・
救
急
な
ど

催
　
し

市
政
功
労
賞
・
善
行
賞
受
賞
者

　

市
の
公
益
増
進
や
市
政
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
に
お
贈
り
す
る
市
政
功
労
賞
と

奉
仕
活
動
や
善
行
の
あ
っ
た
方
々
に
お
贈
り
す
る
善
行
賞
の
受
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。
市

制
施
行
14

周
年
を
迎
え
る
11

月
１
日
に
表
彰
状
を
贈
呈
し
ま
す
。

【
市
政
功
労
賞
】

　
桃
井
　
隆
子
さ
ん
（
畑
村
） 

【
善
行
賞
】

　
嶋
澤
　
正
彥
さ
ん
（
上
神
戸
）

　
西
田
　
誠
さ
ん
（
三
田
）

　
穐
月
　
由
紀
子
さ
ん
（
別
府
）

　
穐
月
　
大
介
さ
ん
（
大
阪
府
枚
方
市
）

　
髙
岡
　
佳
久
さ
ん
（
比
土
）

　
松
生
　
厚
志
さ
ん
（
安
場
）
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▼
鍵
和
田

子
　
選

　

海
鳴
り
や
魂た

ま

は
還
ら
ず
鵙も

ず

の
贄に

え　
　
　
　

町
田
市　

小
田
中
柑
子

　

動
く
た
び
赤
子
の
ひ
か
る
今
朝
の
秋　
　

志
摩
市　

廣　

波
青

▼
黒
田
杏
子
　
選 

　

老
海
女
の
西
瓜
抱
へ
て
高
笑
ひ　
　
　
　

志
摩
市　

浜
口
久
美
子

　

父
の
日
や
兜と
う

太た

先
生
其そ

こ処
に
居
り　
　
　

長
岡
市　

安
木
沢
修
風

▼
坂
口
緑
志
　
選 

　

雨
雫
烏え

ぼ

し

帽
子
に
光
る
夏
越
か
な　
　
　
　

岡
崎
市　

三
浦
葵
水

　

木ま

た

た

び

天
蓼
の
咲
い
て
斎さ

い
お
う王

群ぐ
ん
こ
う行

路じ　
　
　
　

稲
沢
市　

日
比
孝
子

▼
塩
田
薮
柑
子
　
選

　

接
戦
を
制
し
球
児
の
夏
終
わ
る　
　
　
　

姫
路
市　

中
野
万
知

　

生く

ら

し活
断
つ
豪
雨
の
惨さ

ん

禍か

夏
猛
る　
　
　
　

伊
賀
市　

川
瀬
勝
子

▼
棚
山
波
朗
　
選 

　

水く

い

な鶏
鳴
く
声
に
暮
れ
ゆ
く
近
江
か
な　
　

奈
良
市　

渡
辺
政
子

　

借
景
は
伊
賀
の
山
並
大
茅
の
輪　
　
　
　

伊
賀
市　

西
野
登
志
子

▼
西
村
和
子
　
選 

　

ま
た
一
歩
未
来
へ
く
ぐ
る
茅
の
輪
か
な　

八
戸
市　

三
浦
成
子

　

宿
坊
の
一ひ

と

ま

ト
間
に
踊
り
支
度
か
な　
　
　

西
尾
市　

齋
藤
佳
織

▼
長
谷
川
櫂
　
選

　

初
鏡
こ
の
世
に
ひ
と
つ
だ
け
の
顔　
　
　

日
進
市　

戸
田
絢
子

　

泉
ま
だ
生
ま
れ
し
ま
ま
の
姿
な
り　
　
　

横
浜
市　

三
玉
一
郎

▼
星
野
椿
　
選

　

素す

十
じ
ゅ
う

忌き

や
と
も
に
渦
見
し
日
の
遠
し　
　

鳴
門
市　

三
栖
ツ
ユ
コ

　

祇ぎ

園お
ん

会え

や
長
子
な
ら
ね
ど
太
鼓
打
つ　
　

伊
賀
市　

岡
島
千
秋

▼
正
木
ゆ
う
子
　
選

　

水
切
り
を
教
へ
て
帰
す
夏
休
み　
　
　

和
歌
山
県　

今
井
善
衛

　

羅
う
す
も
の

を
着
て
宵
つ
ぱ
り
意
地
つ
ぱ
り　
　
　

岡
崎
市　

中
根
由
起
子

▼
三
村
純
也
　
選

　

面め
ん
う
ち打

の
鑿の

み

の
音
あ
る
夜
長
か
な　
　
　
　

奈
良
市　

池
田
雪
彦

　

春
し
ゅ
ん

陰い
ん

の
書
棚
に
探
す
本
の
な
く　
　
　
　
　

堺
市　

伊
藤
と
し
子

▼
宮
坂
静
生
　
選

　

蛸た
こ
つ
ぼ壺

に
ま
ど
ろ
む
月
日
半は

ん

夏げ

生
し
ょ
う　
　
　
　

三
重
県　

湊　

章
治

　

獰
猛
な
引
き
目
の
小
さ
き
大お
お

鯰
な
ま
ず　
　
　
　

名
張
市　

今
堀
敬
一

▼
宮
田
正
和
　
選 

　

草
笛
の
歌
に
な
ら
ね
ど
歌
ふ
な
り　
　
　

志
摩
市　

松
村
正
之

　

ゆ
つ
く
り
と
今
が
過
ぎ
ゆ
く
沙
羅
の
花　

伊
賀
市　

米
野
て
る
み

▼
有
馬
朗
人
　
選

　

天
山
は
は
る
か
に
聳そ
び

え
蟻あ

り

の
道　
　
　
　

兵
庫
県　

小
林
恕
水

　

地じ

蔵ぞ
う

会え

や
遥
か
に
月
の
小
倉
山　
　
　

名
古
屋
市　

光
田
道
子

▼
稲
畑
汀
子
　
選

　

伊
賀
の
地
に
想
ひ
を
馳
す
る
翁

お
き
な

の
忌　
　

横
浜
市　

松
永
朔
風

　

母
の
日
や
す
ぐ
泣
く
母
の
手
を
握
る　
　

倉
敷
市　

木
村
英
一
郎

▼
茨
木
和
生
　
選 

　

生い
き

身み

魂た
ま

船
幽
霊
は
夫つ

ま

と
言
ふ　
　
　
　

四
日
市
市　

長
田
久
子

　

好
き
な
ひ
と
を
る
か
と
問
は
れ
稽
古
海
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
摩
市　

尾
﨑
亥
之
生

▼
宇
多
喜
代
子
　
選

　

観
覧
車
六
月
の
青
掬す

く

ひ
け
り　
　
　
　

江
戸
川
区　

中
村
光
声

　

雷
ひ
と
つ
牛
は
肩
よ
り
立
ち
上
が
る　

名
古
屋
市　

小
沢
芳
治

▼
小
澤
實
　
選

　

枇び

わ杷
熟
れ
ぬ
宗そ

う
ぼ
う房
書し

ょ
け
ん見
蔀

し
と
み

上
げ　
　
　
　

調
布
市　

片
岡
昌
子

　

建
造
中
武
蔵
四
百
屯と

ん

に
簾

す
だ
れ　
　
　
　
　
　

杉
並
区　

嶋
田
恵
一

一
般
の
部
　
特
選

　

俳
聖
松
尾
芭
蕉
の
偉
業
を
称
え
遺
徳
を
偲し

の

ぶ
「
平
成
30
年
度

（
第
72
回
）
芭
蕉
祭
」
を
、
10
月
12
日
㈮
、
上
野
公
園
を
中
心
に

行
い
ま
し
た
。

　

芭
蕉
翁
銅
像
、
文
学
碑
へ
の
献
花
・
献
菓
の
あ
と
、
上
野
公

園
内
の
俳
聖
殿
前
で
厳
か
に
式
典
を
行
い
ま
し
た
。
式
典
は
「
芭

蕉
祭
子
ど
も
合
唱
団
」
に
よ
る
「
芭
蕉
さ
ん
」
の
斉
唱
で
始
ま
り
、

献
詠
俳
句
特
選
句
の
披
講
、
懸
額
除
幕
、
各
受
賞
者
へ
の
表
彰
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
部
門
の
特
選
句
と
、
一
般
の
部
で
入
選
し
た
市
内
の
皆
さ

ん
の
句
を
紹
介
し
ま
す
。

【
応
募
数
】　

一
般
の
部
：
８
，
１
６
５
句

　

テ
ー
マ
の
部
：
１
，
７
０
９
句　

児
童
・
生
徒
の
部
：
２
４
，
７
０
１
句

　

英
語
俳
句
の
部
：
19
カ
国
か
ら
４
１
４
句　

連
句
の
部
：
１
１
９
巻

　

絵
手
紙
：
７
８
７
枚　

ポ
ス
タ
ー
原
画
：
６
７
２
枚

【
問
い
合
わ
せ
】

　
文
化
交
流
課
　
☎
22
・
９
６
２
１
　
ＦＡＡ
22
・
９
６
１
９

平成 30年度（第 72回）

芭蕉祭
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テ
ー
マ
：
「
雪
」

▼
片
山
由
美
子
　
選

　

吹
雪
く
夜
は
誰
も
無
口
と
な
り
に
け
り　

世
田
谷
区　

石
川　

昇

　

淡
雪
の
か
た
ち
何
か
に
触
れ
る
ま
で　
　
　

枚
方
市　

藤
田
康
子

テ
ー
マ
の
部
　
特
選

▼
青
木
秀
樹
　
靜
寿
美
子
　
鈴
木
漠
　
西
田
青
沙
　
共
選
（
五
十
音
順
）

※
半
歌
仙
『
浮
世
の
』
の
巻

　
　
　
　
　
　
　

兵
庫
県　

つ
ば
さ
連
句
会　

八
尾　

暁
吉
女　

捌
さ
ば
き

旅
寝
し
て
見
し
や
浮
世
の
煤す

す

払は
ら

ひ　
　
　
　
　
　
　
　

芭
蕉
翁

　

耳
元
ち
か
く
冬
の
波
音　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
尾
暁
吉
女

カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
カ
ラ
フ
ル
な
椅
子
並
ぶ
ら
ん　
　
　
　
　
　

城
依
子

　

﨔
け
や
き

大た
い
じ
ゅ樹

は
枝
を
広
げ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斎
藤
桂

ま
ん
ま
る
の
月
に
願
ひ
て
描
く
夢　
　
　
　
　
　
　
　

岡
部
七
兵
衛

　

身
ほ
と
り
の
も
の
な
べ
て
爽
や
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

依
子

村
芝
居
石
屋
の
親
父
名め

い

女お

や

ま形　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

暁
吉
女

　

尼
僧
も
混
じ
る
バ
ッ
ク
コ
ー
ラ
ス　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
兵
衛

頁
繰
る
細
き
あ
の
指
気
に
か
か
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桂

　

大
型
犬
は
の
ほ
ほ
ん
と
し
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

暁
吉
女

栄
町
路
面
電
車
が
停
車
す
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

依
子

　

ビ
ー
ル
次
々
月
に
乾
杯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桂

激
論
に
汗
の
飛
び
散
る
午
後
八
時　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
兵
衛

　

国
の
未
来
を
誰
に
託
さ
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

依
子

風
の
向
き
右
も
左
も
定
ま
ら
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

暁
吉
女

　

ふ
は
り
ひ
ら
り
と
春
の
ス
カ
ー
フ　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
兵
衛

矍か
く
し
ゃ
く

鑠
と
卆そ

つ
じ
ゅ寿

の
恩
師
花
の
下　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

依
子

　

間
々
に
聞
こ
え
る
う
ぐ
ひ
す
の
声　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桂

平
成
三
十
年
五
月
二
十
六
日　

満ま
ん

尾び　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
示
板

連
句
　
特
選

英語俳句の部　特選

statue of Basho

carrying favorite stick

spring breeze　　（春風や常の杖曳く芭蕉像）

Hiromi Yoshida（吉田博實）／日本

refugee camp -

in the wandering wind

a paper plane　　（難民の紙飛行機が高空へ）

Iulian Ciupitu（イウリアン・シウピウ）／ルーマニア

ポ
ス
タ
ー
原
画
　
特
選

絵
手
紙
　
特
選

上
野
東
小
学
校
三
年　

田
中
一
路

奈
良
県 

宮
地
政
弘

▼河原地英武　選（訳）
お
知
ら
せ
拡
大
版

ま
ち
か
ど
通
信

お
知
ら
せ

募
　
集

コ
ラ
ム

図
書
・
救
急
な
ど

催
　
し
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【
小
学
校
四
～
六
年
】
　
　
　
　
　

▼
岡
島
千
秋
・
北
村
み
ち
・
佐
々
木
経
子
・
西
村
八
洲
子
　
共
選
（
五
十
音
順
）

　

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
は
夏
の
た
ま
て
箱　
　
　
　
　
　

上
野
東
小
学
校
四
年　

高
田
莉
瑚

　

妹
の
産
ま
れ
た
夜
の
豆
御
飯　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
野
西
小
学
校
四
年　

山
口
夢
叶

　

国
道
に
か
か
る
二
重
の
虹
く
ぐ
る　
　
　
　
　
　
　
　

阿
山
小
学
校
四
年　

隠
岐
春
菜

　

海
釣
り
で
見
上
げ
た
空
は
う
ろ
こ
ぐ
も　
　
　
　
　
　

友
生
小
学
校
五
年　

中
川
媛
華

　

語
り
部
を
引
き
つ
ぐ
祖
母
や
原
ば
く
忌　
　
　
　
　

壬
生
野
小
学
校
五
年　

坂
本
結
大

　

真
っ
青
な
空
に
ぐ
ん
ぐ
ん
雲
の
峰　
　
　
　

江
東
区
立
扇
橋
小
学
校
五
年　

金
井
恵
美

　

山
上
の
城
あ
お
ぎ
見
る
う
飼
舟　
　
　
　
　
　
　
　

上
野
西
小
学
校
六
年　

冨　

知
優

　

か
わ
ら
れ
た
先
生
見
つ
け
た
運
動
会　
　
　
　
　
　
　

新
居
小
学
校
六
年　

福
田
晴
翔

　

一
等
星
夏
の
夜
空
の
覇
者
に
な
る　
　
　
　
　
　
　

西
柘
植
小
学
校
六
年　

中
林　

叶

【
中
学
校
・
高
等
学
校
】　
　
　
　
　

▼
下
村
哲
朗
・
土
井
陽
代
・
浜
地
和
恵
・
藤
井
充
子
・
山
村
勝
子
　
共
選
（
五
十
音
順
）

　

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
雷
雨
打
ち
付
け
跳
ね
返
る　
　
　
　

緑
ヶ
丘
中
学
校
一
年　

今
井
湊
太

　

汗
に
じ
み
か
す
ん
で
見
え
る
得
点
板　
　
　
　
　
　

緑
ヶ
丘
中
学
校
一
年　

吉
原
匡
洋

　

欄
干
に
糸
を
張
り
出
す
朝
の
蜘
蛛　
　
　

東
京
都
港
区
高
輪
中
学
校
一
年　

佐
々
木
悠

　

母
さ
ん
が
小
さ
く
見
え
た
新
学
期　
　
　
　
　
　
　

緑
ヶ
丘
中
学
校
二
年　

松
岡
大
夢

　

合
宿
で
走
る
山
道
草
い
き
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

城
東
中
学
校
二
年　

森
口
伊
吹

　

和
太
鼓
の
音
で
始
ま
る
盆
お
ど
り　
　
　
　
　
　
　
　

霊
峰
中
学
校
二
年　

佐
古
智
也

　

運
動
会
マ
イ
ク
握
れ
ば
標
準
語　
　
　
　
　
　
　
　

緑
ヶ
丘
中
学
校
三
年　

田
場
雄
羽
太

　

炎
天
を
走
っ
て
つ
か
め
優
勝
旗　
　
　
　
　
　
　
　

島
ヶ
原
中
学
校
三
年　

川
南
心
美

　

体
育
会
そ
ろ
い
の
靴
や
五
月
晴
れ　
　

直
方
市
立
直
方
第
二
中
学
校
三
年　

出
口
こ
こ
ろ

　

数
学
の
難
問
を
解
く
梅
雨
晴
間　
　
　
　

三
重
県
立
紀
南
高
等
学
校
三
年　

平　

樹

　

も
ろ
こ
し
を
か
じ
り
笑
顔
の
輪
と
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

愛
知
県
立
安
城
高
等
学
校
三
年　

石
原
舞
子

【
保
育
園
（
所
）・
幼
稚
園
・
小
学
校
一
～
三
年
】

▼
喜
多
冨
美
・
坂
石
佳
音
・
永
井
み
よ
・
東
構
東
子
・
福
山
良
子
　
共
選
（
五
十
音
順
）

　

は
ね
の
お
と
あ
そ
こ
に
せ
み
が
か
く
れ
て
る　
　
　
　
　
　

曙
保
育
園　

市
川
滉
人

　

は
の
う
え
で
に
ん
じ
ゅ
つ
つ
か
う
か
ま
き
り
だ　
　
　
　
　

睦
保
育
園　

山
本
耕
輔

　

な
す
び
っ
て
た
ね
は
あ
る
の
た
べ
て
た
よ　
　
　
　
　

み
ど
り
保
育
園　

杉
本
悠
真

　

こ
お
ろ
ぎ
が
あ
そ
び
に
き
た
よ
よ
る
の
ま
ど　
　

上
野
東
小
学
校
一
年　

山
西
瑛
里
奈

　

は
ん
か
ち
の
な
か
で
ほ
た
る
が
ひ
か
っ
て
る　
　

上
野
西
小
学
校
一
年　

松
本　

啓

　

か
ぶ
と
む
し
も
り
の
に
お
い
が
つ
い
て
い
る　

西
柘
植
小
学
校
一
年　

な
か
む
ら
か
ふ
う

　

ひ
ま
わ
り
に
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
か
だ
い
き
ょ
く　

上
野
東
小
学
校
二
年　

其
道
侑
士

　

な
が
れ
ぼ
し
一
っ
ぽ
ん
ば
し
の
む
こ
う
が
わ　
　

依
那
古
小
学
校
二
年　

森
岡　

裕

　

ぎ
ん
や
ん
ま
七
十
キ
ロ
で
と
ん
で
い
る　
　
　
　
　

神
戸
小
学
校
二
年　

上
ノ
本
愛
彩

　

買
物
の
お
つ
り
を
ぼ
金
赤
い
羽　
　
　
　
　
　
　

上
野
西
小
学
校
三
年　

片
山　

遼

　

し
あ
い
の
日
に
じ
を
見
つ
け
た
か
て
る
か
も　
　
　

府
中
小
学
校
三
年　

森　

真
寧

　

カ
レ
ン
ダ
ー
な
つ
の
ぼ
う
け
ん
つ
め
こ
ん
だ　
　

依
那
古
小
学
校
三
年　

西
岡
詩
織

児
童
・
生
徒
の
部
　
特
選
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お
知
ら
せ
拡
大
版

ま
ち
か
ど
通
信

お
知
ら
せ

募
　
集

コ
ラ
ム

図
書
・
救
急
な
ど

催
　
し

▼
塩
田
薮
柑
子
　
選

　

地
ビ
ー
ル
に
商
運
懸
け
て
村
興
し　
　
　

葛
原
恵
葩

　

熱
帯
夜
深
夜
テ
レ
ビ
の
声
虚
ろ　
　
　
　

山
下
葉
苗

▼
棚
山
波
朗
　
選

　

玉
砂
利
に
音
の
揃
ひ
て
杜も

り

涼
し　
　
　
　

和
田
柏
忠

　

早さ

な

ぶ

り

苗
饗
の
子
の
は
し
や
ぎ
た
る
父
の
膝　

米
野
て
る
み

　

俳
聖
殿
緑
雨
の
中
に
包
ま
れ
り　
　
　
　

佐
々
木
経
子

　

山
晴
の
鳥
語
重
な
る
翁
の
忌　
　
　
　
　

山
下
久
美

　

れ
ん
げ
野
に
姉
と
遊
び
し
幼
の
日　
　
　

西
田
ゆ
か
り

　

空
に
道
あ
る
か
に
北
へ
鳥
帰
る　
　
　
　

保
田
ひ
ろ
子

　

唐
崎
の
松
の
支

つ
っ
ぱ
り

梅
雨
の
晴　
　
　
　
　
　

中
西
昭
子

　

ラ
ジ
オ
よ
り
掛
け
声
の
し
て
夏
休
み　
　

居
附
泉
一

　

噴
水
に
合
は
せ
て
上
が
る
子
ら
の
声　
　

平
岡
雪
代

▼
長
谷
川
櫂
　
選

　

墨
磨
り
て
傷
に
塗
り
込
む
桜
守　
　
　
　

中
森
三
津
子

　

春
惜
し
む
峠
は
る
か
と
見
え
し
時　
　
　

河
口　

亨

▼
星
野
椿
　
選
　

　

鍬く
わ

置
き
て
し
ば
し
見
と
れ
る
二ふ

た

重え

虹に
じ　
　

籔
中
和
代

　

伊
賀
越
へ
の
御お

と

ぎ斎
峠

と
う
げ

は
夏
の
霧　
　
　
　

豊
田
礼
子

　

七
月
の
村
を
呑
み
込
む
魔
の
豪
雨　
　
　

松
村
咲
子

　

母
の
忌
や
一
際
白
き
百
合
を
選
る　
　
　

森
本
文
子

　

鈴す
ず
ら
ん蘭

の
香
に
包
ま
れ
て
結
ば
る
る　
　
　

井
上
英
子

　

大
橋
に
早
も
人
出
て
蛍
飛
ぶ　
　
　
　
　

藤
井
充
子

　

葉は
ざ
く
ら櫻

の
参
道
風
と
詣
で
け
り　
　
　
　
　

松
井
和
子

▼
三
村
純
也
　
選

　

わ
が
村
で
捕
へ
し
猪し

し

の
鍋
と
聞
く　
　
　

岡
田　

節

　

篝
か
が
り

火び

に
鵜う

匠
の
髭
の
映
え
に
け
り　
　
　

権
蛇
邦
子

▼
宮
坂
静
生
　
選

　

法ほ

ら螺
貝が

い

で
始
ま
る
羯か

っ

こ鼓
山
開　
　
　
　
　

岡
島
千
秋

　

双そ
う
ぼ
う眸

が
闇
夜
に
光
る
若
牡
鹿　
　
　
　
　

今
村
有
理
香

▼
宮
田
正
和
　
選

　

陸
橋
の
炎
暑
電
車
の
傾
き
来　
　
　
　
　

小
倉
秋
子

　

一
塔
を
鳥
の
よ
ぎ
り
し
秋
遍へ

ん

ろ路　
　
　
　

菊
山
時
子

　

大
空
を
大
き
く
揺
ら
し
青
芭
蕉　
　
　
　

山
下
久
美

　

ま
た
ひ
と
つ
葦あ

し

辺べ

奥
よ
り
螢
く
る　
　
　

森
永
康
子

　

夏
燕
今
一
瞬
の
茜
色　
　
　
　
　
　
　
　

小
川
ひ
と
み

　

夕
さ
り
の
葉
擦
れ
に
小
暑
来
て
ゐ
た
り　

西
田
ゆ
か
り

　

廃
線
の
決
ま
り
し
軌
条
片
か
げ
り　
　
　

岡
島
千
秋

　

墨
の
香
の
秋
あ
ら
た
な
る
写
経
の
間　
　

松
本
ち
い

　

早さ

お

と

め

乙
女
の
菅
笠
の
ま
ま
祓は

ら

は
る
る　
　
　

宮
谷
ふ
さ
子

　

綿
飴
の
苦
手
な
幼
な
夏
祭　
　
　
　
　
　

菊
本
博
子

▼
片
山
由
美
子
　
選

　

病
室
の
窓
少
し
開
け
雪
の
昼　
　
　
　
　

北
田
美
智
代

　

あ
を
あ
を
と
夜
の
雪
渓
痩
せ
て
立
つ　
　

米
野
て
る
み

　

寺
田
屋
の
大お

お

提ち
ょ
う
ち
ん

燈
に
春
の
雪　
　
　
　
　

中
森
里
江

　

有
り
合
せ
の
野
菜
ス
ー
プ
や
雪ゆ

き

催も
よ
い

　
　
　

箱
林
の
ぶ
子

※
伊
賀
市
在
住
の
人
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
有
馬
朗
人
　
選

　

ね
ぢ
花
や
仇
討
あ
り
し
鍵
屋
辻　
　
　
　

永
井
み
よ

　

大
茅
の
輪
槍
の
又
兵
衛
修
業
の
地　
　
　

和
田
美
代
子

　

か
な
か
な
や
谷
の
出
小
屋
の
黒
電
話　
　

神
尾
早
智
子

　

わ
が
代
で
終
る
稲
田
の
波
光
る　
　
　
　

山
本
智
子

▼
稲
畑
汀
子
　
選 　

朝
の
日
に
抱
か
れ
消
ゆ
る
露つ

ゆ

の
綺き

ら羅　
　

北
村
み
ち

　

刈
り
取
り
し
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
香
を
束
ね
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

子
日
康
子

　

暑し
ょ

気き

中あ
た

り
癒
え
て
心
の
整
は
ず　
　
　
　

山
村
勝
子

　

夏
萩
の
風
の
そ
よ
ぎ
に
色
こ
ぼ
す　
　
　

藤
井
充
子

▼
茨
木
和
生
　
選

　

癌
封
じ
て
ふ
竹ち

く
は
い盃

の
冷
し
酒　
　
　
　
　

福
山
良
子

▼
宇
多
喜
代
子
　
選

　

雨
の
日
の
社
宅
の
窓
の
紙か

み

幟
の
ぼ
り　
　
　
　
　

池
本
準
一

▼
小
澤
實
　
選

　

窯か
ま

焚た

き
の
火ひ

襷
だ
す
き

と
な
す
今こ

と

し年
藁わ

ら　
　
　
　

浜
地
和
恵

▼
鍵
和
田

子
　
選

　

紅
花
に
風
立
つ
東
大
寺
別べ

っ
し
ょ墅　

　
　
　
　

福
山
良
子

　

八
十
路
と
て
真
摯
に
く
ぐ
る
夏
越
の
輪　

和
田
美
代
子

▼
黒
田
杏
子
　
選

　

空
豆
を
炒
り
追
想
す
終
戦
日　
　
　
　
　

谷
本
州
子

　

伊
賀
に
來
よ
兜
太
の
魄
よ
翁
の
忌　
　
　

中
嶋
國
博

　

梅
漬
け
の
甕か

め

の
酢
揺
ら
し
暁あ

け

の
地な

い震　
　

土
井
陽
代

　

向ひ

ま

わ

り

日
葵
田た

向ひ

ま

わ

り

日
葵
畑ば

た
けゴ

ッ
ホ
忌き

く来　
　
　

川
口
登
子

▼
坂
口
緑
志
　
選

　

御
譲
位
に
鳴
る
て
ふ
古
墳
巣
立
鷹　
　
　
　

西
田
尚
子

　

山
路
来
て
祈
る
姿
に
泉
汲
む　
　
　
　
　

原　

子

　

修
し
ゅ
う

祓ば
つ

終
へ
し
夏
越
の
禰ね

ぎ宜
の
沓く

つ

の
音　
　

町
中
和
子

　

大
空
へ
大
輪
描
く
恋
の
鳶と

び　
　
　
　
　
　

福
永
愛
子

　

青あ
お

葉ば

木ず

く菟
小
さ
き
寝
息
に
添
ひ
寝
せ
り　

松
岡
美
都
子

一
般
の
部
　
入
選


